
　
太
陽
が
真
西
に
沈
む
お
彼
岸
の
中
日
は
、
多
く

の
方
が
お
寺
や
お
墓
に
足
を
運
び
、
彼
岸
（
悟
り
・

み
仏
の
世
界
）
に
お
わ
す
亡
き
方
々
に
思
い
を
馳

せ
る
機
会
で
す
。
空
気
が
澄
ん
だ
こ
の
季
節
、
美

し
い
夕
焼
け
の
景
色
は
何
と
も
い
え
な
い
郷
愁
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
と
同
時
に
、
こ
の
時
期
は
咲
き

誇
っ
た
花
々
が
散
り
、
ま
た
、
紅
葉
し
た
木
々
の

葉
が
舞
い
散
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

眺
め
な
が
ら
、
そ
こ
は
か
と
な
い
寂
し
さ
を
感
じ

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、

秋
は
実
り
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
り
ん
ご
な
ど

の
果
樹
は
、
散
っ
た
花
か
ら
小
さ
な
実
を
な
し
、
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夏
の
暑
さ
を
乗
り
越
え
、
秋
に
な
る
と
た
わ
わ
に

そ
の
実
を
実
ら
せ
、
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
冒
頭
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
自
然
の
摂

理
と
同
様
に
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
な
ら
ば
、
や

が
て
は
老
い
、
病
に
倒
れ
、
死
な
ね
ば
な
ら
な
い

の
が
私
た
ち
人
間
と
い
う
存
在
で
す
。
こ
の
彼
岸

を
、
亡
き
方
々
を
供
養
す
る
中
で
、
死
を
自
分
事

と
し
て
と
ら
え
、
今
後
自
分
は
ど
う
生
き
る
べ
き

か
、
与
え
ら
れ
た
時
間
を
ど
う
生
か
す
か
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
意
義
も
よ

り
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

併
せ
て
、
果
樹
が
果
実
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、

亡
き
方
々
が
私
た
ち
に
ど
ん
な
こ
と
を
残
し
て
く

れ
た
の
か
に
思
い
も
馳
せ
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
？
何
よ
り
、
そ
れ
は
い
の
ち
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
生
き
方
・
生
き
様
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
そ
し
て
ま
た
、
亡
く
な
っ
て
こ
の
世
を
離
れ

る
様
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
縁
あ
る
者

に
い
の
ち
の
は
か
な
さ
、
そ
し
て
か
け
が
え
の
無

さ
を
伝
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

お
参
り
の
際
、
そ
の
こ
と
に
思
い
を
致
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
有
難
く
存
じ
ま
す
。　

  　
　
　
　
　

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
四
年
九
月

・
十
二
月
）

　
　
　
　
　
　
昨
年
八
月
の
大
雨
災
害
に
引
き
続
き
、
今
年
も
ま
た
大

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
大
畑
地
区
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

む
つ
市
内
は
脇
野
沢
・
川
内
地
区
に
お
い
て
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
大
雨
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
は
高
ま
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
油
断
せ
ず
に
常
に
備
え
た
い
も
の
で
す
。                  

令
和
四
年
十
二
月
下
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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第 70号

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
二
十
五
日（
日
）、十
月
三
十
日（
日
）、十
一
月
二
十
七
日（
日
）

十
二
月
二
十
五
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

三
百
円　
　
備
考―

椅
子
席

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
十
八
日（
日
）、十
月
九
日（
日
）・二
十
三
日（
日
）、

十
一
月
六
日（
日
）・二
十
日（
日
）、十
二
月
四
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
要

場
所―

本
堂　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
当
面
の
間
、

　
茶
話
会
の
開
催
は
見
合
わ
せ
ま
す
。

（
令
和
四
年
九
～
十
二
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740
携帯の方は 03-3454-5410

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

東北管区教化センター運営

022-218-4444

■
九
月
二
十
三
日（
金・秋
分
の
日
）

「
秋
季 

彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※

荒
天
時
は
本
堂
に
て

■
十
二
月
八
日（
木
）

「
成
道
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時

※

お
釈
迦
さ
ま
の
成
道（
お
悟
り
を
開
い
た
こ
と
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る

　
法
要
で
す
。

行
事
予
告

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
が
揺
れ
る
中
、
ヨ
ー
ガ
・
坐

禅
を
体
験
で
き
る
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
日
常

を
離
れ
、
ご
自
身
の
身
体
と
心
に
向
き
合
う
静

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
：
令
和
四
年
九
月
三
十
日
（
金
）

　
午
後
七
時
〜
九
時
（
六
時
四
十
五
分
受
付
開
始
） 

■
場
所
：
大
安
寺
本
堂　

■
定
員
：
三
十
名
（
先
着
順
）

■
講
師
：
中
島 

敬
子
・
長
岡 

俊
成

■
参
加
費
：
五
百
円
（
当
日
申
し
受
け
ま
す
）

■
持
ち
物
：
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）

　
／
動
き
や
す
い
服
装
で
／
マ
ス
ク
／
水
分
補

　
給
の
で
き
る
も
の

■
申
し
込
み
：
左
上
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

　
　
　
　
　

   

ト
ホ
ン
で
読
み
取
り
、
申
し
込

　
　
　
　
　

   

み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入

　
　
　
　
　

   

力
の
上
ご
送
信
く
だ
さ
い
。

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
寺
ヨ
ー
ガ 

２
０
２
２ 

秋
」

第
四
十
五
回

Ｑ
．
彼
岸
会
と
は
ど
ん
な
法
要
で
す
か
？

Ａ
．
彼
岸
会
は
、
春
分
と
秋
分
の
火
と
そ
の

前
後
三
日
間
の
、
一
週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
る
祖
霊
供
養
の
儀
礼
で
す
。

　
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

儀
礼
そ
の
も
の
の
歴
史
は
古
く
、
九
世
紀
の

初
め
に
朝
廷
に
よ
る
国
家
的
祭
祀
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代

に
は
広
く
一
般
庶
民
に
も
浸
透
し
ま
し
た
。

　
お
彼
岸
の
前
日
に
は
、
お
仏
壇
や
仏
具
を

清
め
、
供
花
も
か
え
ま
す
。
春
分
・
秋
分
の

日
に
当
た
る
中
日
に
は
、
お
は
ぎ
な
ど
を
供

え
、
お
寺
参
り
や
お
墓
参
り
を
し
ま
す
。
ま

た
、
お
寺
で
は
彼
岸
会
の
法
要
が
営
ま
れ
ま

す
。

　
お
彼
岸
の
間
は
、
ご
先
祖
さ
ま
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
、
ま
ご
こ
ろ
を

も
っ
て
供
養
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
彼

岸
会
」
の
「
彼
岸
」
と
は
、「
あ
の
世
」
を

意
味
す
る
言
葉
で
す
が
、
同
時
に
、
一
切
の

迷
い
・
苦
し
み
の
な
く
な
っ
た
仏
さ
ま
の
悟

り
の
世
界
も
意
味
し
ま
す
。
お
彼
岸
の
間
は
、

ご
先
祖
さ
ま
へ
の
飲
食
物
の
供
養
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
仏
教
へ
の
信
仰
を
も
つ
者
と
し

て
、
み
教
え
に
か
な
っ
た
善
い
行
い
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

昇
っ
た
日
は
沈
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

咲
い
た
花
は
散
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

生
ま
れ
た
者
は
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
れ
は
自
然
の
法
則
で
あ
る

だ
か
ら
悲
し
む
こ
と
は
な
い

大
切
な
の
は
そ
の
刻
々
を

ど
う
生
か
し
て
来
た
か
に
あ
る

坂
村 

真
民
（
仏
教
詩
人
）

http://soto-tohoku.net/
tel-sermons/ 

大安寺
公式ホームページ

大安寺
公式 facebook ページ

スマートホン ・
タブレット端末の
カメラ機能で

読み取ってください。

ひ   

が
ん   

え

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

○
令
和
四
年
度
維
持
費
（
四
千
円
）
の
納
付
期
限

は
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
で
す
。
な
お
、
期

限
を
過
ぎ
て
も
納
付
可
能
で
す
。
納
付
忘
れ
の
な

い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
法
事
依
頼
に
つ
い
て
】

○
電
話
、
来
寺
、
メ
ー
ル
に
て
以
下
を
お
知
ら
せ

　
く
だ
さ
い
。

①
供
養
対
象
の
方
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
）
の
お
名

　
前
（
フ
ル
ネ
ー
ム
で
）

②
何
回
忌
か
、
及
び
供
養
対
象
の
方
の
命
日

③
希
望
日
時
（
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
）

※

極
力
、
前
日
ま
で
に
あ
げ
も
の
（
供
物
／
内
容

　
自
由
）
を
お
届
け
く
だ
さ
い
。（
花
は
任
意
）

※

会
場
は
原
則
的
に
当
寺
本
堂
で
す
。

※

塔
婆
料
は
一
周
忌
・
三
回
忌
ま
で
は
二
千
円
、　

　
七
回
忌
以
降
は
五
千
円
で
す
。
お
布
施
と
別
に

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
供
養
対
象
の
方
の
お
位
牌
を
御
持
参
く

　
だ
さ
い
。（
位
牌
堂
の
お
位
牌
で
も
可
）

※

当
日
は
遅
く
と
も
五
分
前
ま
で
に
本
堂
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。（
前
の
法
事
が
終
わ
っ
て
い
な
い

　
場
合
は
、
本
堂
向
か
っ
て
右
の
庫
裡
に
あ
る
法

　
要
控
室
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
）

合
掌


